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北
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に
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一

毎
年
二
月
七
日
、
東
京
都
に
お
い
て
開
催
さ
れ
て
い
る
、
北
方
領
土
返
還
要
求
全
国
大
会
の
中
で
、
主
催
者
の
実
行
委
員

長
や
司
会
者
か
ら
、
「
北
方
四
島
の
一
括
返
還
」
等
、
同
じ
く
「
一
括
返
還
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
承

知
す
る
。
北
方
領
土
返
還
運
動
を
行
う
民
間
団
体
の
一
つ
で
あ
り
、
内
閣
府
所
管
の
社
団
法
人
で
あ
る
千
島
歯
舞
諸
島
居
住

者
連
盟
も
、
同
連
盟
の
方
針
と
し
て
、
「
四
島
一
括
返
還
」
を
掲
げ
て
い
る
。
ま
た
、
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
も
、
第
二

次
内
閣
発
足
後
の
昨
年
十
二
月
三
十
日
、
民
放
テ
レ
ビ
局
の
番
組
で
、
「
基
本
的
に
は
四
島
を
一
括
返
還
し
て
も
ら
う
」
と

の
発
言
を
し
て
い
る
が
、
「
四
島
一
括
返
還
」
に
関
す
る
安
倍
総
理
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

北
方
領
土
に
関
す
る
政
府
広
報
誌
「
わ
れ
ら
の
北
方
領
土
」
に
は
、
北
方
領
土
問
題
に
係
る
政
府
の
公
式
見
解
と
し
て

「
我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
北
方
四
島
の
帰
属
の
問
題
を
解
決
し
て
ロ
シ
ア
連
邦
と
の
間
で
平
和
条
約
を
締
結
す
る
」
、

「
北
方
四
島
の
我
が
国
へ
の
帰
属
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
実
際
の
返
還
の
時
期
、
態
様
及
び
条
件
に
つ
い
て
は
柔
軟
に
対
応
す

る
」
と
い
う
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
の
政
府
見
解
は
、
安
倍
晋
三
内
閣
に
お
い
て
も
踏
襲
さ
れ
る
か
。

三

安
倍
内
閣
と
し
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
方
針
に
基
づ
き
、
ロ
シ
ア
と
の
北
方
領
土
交
渉
に
臨
む
方
針
で
い
る
の
か
説
明
さ

れ
た
い
。
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右
質
問
す
る
。

二


